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【今月の聖句】 

「食事の席から立ち上がって上着を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとわれた。 

それから、たらいに水をくんで弟子たちの足を洗いはいじめられた。」  ヨハネによる福音書 13 章４節～５節 

 
【４月例会プログラム】（ＹＭＣＡサービス・ＡＳＦ強調月間） 

とき：２０１４年４月８日（火）１８：１５～２０：１５ 

ところ：大阪土佐堀ＹＭＣＡ ９階 

                司会 森嶋 弘明 

１．開会の鐘             石橋 ルキ会長 

２．クラブソング 

３．ゲスト・メネット紹介 

４．会長報告 

５．「日々の糧」斉唱・晩餐 

６．スピーチ  岡野泰和アジア会長 

テーマ：「未来をはじめよう！チェンジ・エージェント支援について」 

内容（ＹＭＣＡ世界同盟が目指す、ユースエンパワーメントとワイズの協働） 

７．誕生日・結婚記念日のお祝い・ニコニコ   

８．インフォーメーション 

９．ＹＭＣＡニュース                          

10．閉会の鐘                         石橋 ルキ会長  

受 付：五条・松原・崔メネット 

 

【第２例会のご案内】 

とき：２０１４年４月１５日（火）１９：００～２１：００  

ところ：大阪土佐堀ＹＭＣＡ ５階 ５０４号室（変更になることがありますので、ご注意ください。） 

 

４   
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「未来を始めよう、今すぐに」 「ひとつのアジア、世界はひとつ」 

Ａttend club meetings with a clear motive to make the most of them 
「志をもって例会に参加し、学びの機会を持ちましょう。」 

 
「ワイズの価値を見直そう」 

  
「８５年を振り返って更なるＹのサポートを」 

国 際 会 長 
 

ア ジ ア 会 長 
 

西日本区理事 
 

中 西 部 長 
 

大阪クラブ会長 

主題（2013/2014）  
会 長 
直前会長 
副 会 長 

  
 
 

書 記 
会 計 
ブリテン 
連絡主事 

石 橋 ル キ 
北 村 知 三 
五条孝次郎

脇 本   博 
豊 島 正 利
清 水    汎 
牟  大 盛 
村 井 達 司  
松 原 伸 幸  
藤 岡 宏 樹

  

 
於：次期会長主査研修会 

 
 

 
於：フリーマーケット出店 



 2 

◆今月の誕生日：清水汎（０３） 

◆メネットさんお誕生日：藤岡邦代（０６）尾和宣子（２２）五条久美子（３０） 

◆ご結婚記念日：北村知三（２２） 

 

【聖句に寄せて】                 石橋 ルキ 
４月は教会で、１７日最後の晩餐（洗足式）１８日十字架の受難の日２０日復活節（イースター）と式典が進めら

れます。最後の晩餐の席で、イエスは弟子たちの足を洗いはじめます。足を洗うのは奴隷が主人に行う仕事です。

この行為は、ご自分が神のもとから来て、十字架刑で神のもとに帰ろうとしていることを悟られた、最後の遺言で

した。そして、弟子たちに、自分を低くして、人に仕える模範を教えられたのです。 
 
【スピーカー紹介】 
アジア地域会長 岡野 泰和さん 
1966 年生まれ、2002 年大阪土佐堀クラブ入会。 
2006 年 BF フルグラントアジア代表としてヨーロッパ地域を訪問。 
2012 年西日本区ファンド事業主任。2013 年‐2015 年アジア地域会長 
 

【３月例会出席状況】 
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３月例会の出席者 

◆メネット： なし 

◆ビジター：正野忠之さん（Ｙサ・ユース事業主任・大阪河内クラブ） 

      坂本智さん、榎本美保子さん（和歌山紀の川クラブ） 

 今井利子さん（なかのしまクラブ） 

◆ゲ ス ト：寺田守正さん（堺ＹＭＣＡリーダーＯＢ・京都府職員） 

 

【ＢＦ報告】 
新切手（清水汎さん） ＠80 × 20 枚 

               ＠2 × 100 枚 
リースコイン（清水汎さん）   ￥247-    （会計 村井達司） 

 

【クラブ役員会報告】報告者：書記 牟 大盛 

日時：２０１４年３月１７日(月) １８：３０～１９：００ 

場所：土佐堀ＹＭＣＡ ５０４号室 
出席者：北村知三・村井達司・五条孝次郎・牟大盛・藤岡宏樹 
協議事項 



 3 

１）―４月８日：岡野泰和アジア会長  

題目「未来をはじめよう！チェンジ・エージェント支援について」 

     内容（ＹＭＣＡ世界同盟が目指す、ユースエンパワーメントとワイズの協働） 

 準備：プロジェクター・スクリーン、謝礼：１万円 

 ：アジア国際役員団が、大阪クラブ例会に出席の予定。（人数未定） 

 ；司会者は、森嶋メンと予定されているも、もし欠席の場合脇本博メンに依頼。 

―５月特別例会の件：原則として外部講師無く、クラブ会員相互の意見交換会５月１３日、 

開始：午後６時３０分）とする。  場所は：「錦城閣」とする。 

２） 西日本区各種献金・区費の件 

①Ｙサユース献金：＠￥２０００、②ＣＳ献金：＠￥１５００、③ＴＯＦ：＠￥１２００ 

 ④ＦＦ：＠￥８００、⑤ＢＦ：＠￥１４００、⑥ＲＢＭ（マラリア）：＠￥８００、⑦ＹＥＳ：＠￥１８０ 

  －各種献金の収集について協議し、煩雑を一掃するため次の通り方針を決議した。 

（１）古切手収集は時代的背景を鑑み、中止とする。 

（２）今までの新切手収集は、ブリテン用切手として使用し、今後は収集を中止する。 

（３） 年賀切手は収集は続けながら、従来の通り有志からの買い取りをもって、ＣＳ事業資金とする。 

（４）西日本区からの各種献金は、一般会計から支出し、リースコイン・年賀切手などの収入は 

その他(雑)収入として計上する。 

３） ２０１４年度ＨＨ香港国際キャンプ準備について；藤岡連絡主事 

―２０１４年８月３日（日）～８月８日（金）間 

―本日１９時から第３回ＨＨ拡大委員会を開催し、４月からの募集を開始する。 

４） 会員動向・ＥＭＣの件 

―１２月末で、総会員数１７名となり、継続してＥＭＣに努力する。 

      例えば：公認会計士・税理士、司法書士・議員などの資格者を会員として迎えるなど、広範囲な会員

勧誘に努める。 

 

【会計報告】報告者：会計 村井 達司 

会計報告致します。 

3/24 西日本区事業費を下記の通り振込致しました。会員 17 名にて算出しております。 

①Yサ    ＠2.000-  ￥34.000- 

②CS 献金  ＠1.500-  ￥25.500- 

③TOF     ＠1.200-  ￥20.400- 

④FF      ＠800-   ￥13.600- 

⑤RBM      ＠800-   ￥13.600- 

⑥YES     ＠180-   ￥3.060-    

         以上、一般会計    ￥110,160.-    

 ⑦BF    ＠1.400-   ￥23.800- （BF は、ニコニコ会計より振込。） 

 

【３月例会報告】              北村 知三 
 ３月例会のこの日は、東日本に未曾有の大災害をもたらした日として長く記憶される、３月１１日。例会冒頭、

被害にあった方々への冥福を偲んで、黙祷の時間がとられました。 

 石橋会長報告では、「西日本区大会」への登録、「田中穣二元総主事を偲ぶ会」、「紀ノ川クラブ創立 30 週年記念会」
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などの 参加者名の確認などがありました。 

 本日例会スピーカーの西日本区Ｙ’サ・ユース事業主任である正野忠之さん（大阪河内クラブ）は、「日本のワイ

ズメンズクラブ発祥の地、この「聖地」でスピーチをすることを意識して、とても緊張しております」と述べられ

ました。例会始まりのときの出席者の少なさに面映い思いをしておりましたが、そのうち話が始まる頃には何とか

20 人近くの出席者数となりました。同じ阪和部の和歌山紀ノ川クラブから、坂本智さんと榎本美保子さんのお二人、

また正野さんが堺ＹＭＣＡのリーダーだった頃の仲間であった、寺田守正さん、そしていつもお元気な今井利子さ

ん（なかのしまクラブ）もゲスト紹介されました。今回正野さんは、大阪クラブ前連絡主事の田尻さんから話があ

って、スピーチを引き受けることになった、と言うことでした。 

正野さんとＹＭＣＡとのつながりは、憧れの女性を追っかけて同じ堺ＹＭＣＡのリーダーになった、ということ

から始まったそうです。その後堺ＹＭＣＡのボランティアの先輩から、「君はワイズに入る資格がある」と言われて、

1997 年にワイズに入会した。入会から数年間は何を支援したらよいかわからない、と言うことで、あまりワイズに

身が入らなかったが、Y’サ・ユース活動だけには関心があった。そして５年ほど前Ｙ’サ・ユースリーダー研修会

に参加したときに、参加していたリーダーたちがみんな「ＹＭＣＡ大好き！」と言っていたのを聞いて、リーダー

たちのＹＭＣＡへの思いを深く知ったわけです。そこで「ＹＭＣＡ（リーダー）を支援する」という初めての目標

が出来ました。このことが現在ワイズを続けている動機付けとなっており、ためらいなくワイズライフを進められ

ている原点となっている、とのことです。 

Ｙ’サ・ユース事業主任の役がら、西日本区の主だったＹＭＣＡには全部行っている。一番感動したところは福

知山ＹＭＣＡで、そこではワイズメンズクラブと一体となって活動している。福知山 YMCA にはスタッフがおらず、

建物は平屋のプレハブ建てで、看板には手書きで「ＹＭＣＡ」と書いてあるだけだそうです。 

次に、ユースの行事やイベントのなかで、昨年１０月京都で開催された「全国ＹＭＣＡリーダー会」では、京都

部ワイズメンズクラブ挙げて支援し、昼食会などでワイズとリーダーの交流があった。また 8 月フィリピンのマニ

ラで開催された「アジアユースコンボケーション」では、西日本区から１２名が参加、広島 YMCA のスタッフが、地

域ユース代表に選ばれ、今年１月大阪での西日本区としての報告会など、各地で報告会を開いている。今年のアジ

ア大会には、西クラブの一人がユースコンボケーションに参加する予定。８月インドのチェンナイで開かれる「国

際ユースコンボケーション」には、７名が参加する予定となっている。 

締めくくりは、ＹＭＣＡリーダーの卒業生で、卒業後に YMCA に戻る人やワイズに入会する人が少ない、というこ

とを話され、われわれワイズメンとしては、リーダー卒業生の少なくとも一割の人でもワイズに帰ってきて欲しい。

そしてそのワイズの中でユースを応援することができる。多くの人にそれを知らせる必要がある。というのは、多

くのリーダーから、「ワイズメンズクラブって何だろう」と言う質問があり、興味を持っていることを感じるからで

す。ＹＭＣＡもなにもしないのではなく、リーダー卒業者のその後の動向をずっと追っていくこと。このことは、

リーダーの多くの人たちがワイズメンズクラブへ入会するチャンスが広がり、ワイズの今後の活性化となるという

ことを、熱心に話されました。 

正野さんは、ワイズダムの魅力を体感し、同好の仲間が増えることを願い、ＹＭＣＡと、そしてリーダーとの交

流を図るために活動されています。ワイズの魅力を知るために必要なことは、ワイズを継続する時間だけではなく、

献身的に中に入ってこそのもので、その熱意はリーダーとのあらゆる機会をとらえて交流するときに発揮されるも

のと感じます。 

石橋会長からスピーチへの謝礼が渡されましたが、折り返し正野さんから「ＨＨキャンプ」への支援基金に寄付

されました。阪和部からの女性ゲストお二人が差し入れて下さったお菓子をみんなで賞味しながら、新栄フードの

美味しい弁当をいただきました。 
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【大阪セントラルクラブ創立２０周年記念例会参加報告】    牟 大盛 

 ３月１５日午後４時から、土佐堀ＹＭＣＡ１０階チャペルにて、大阪セントラルクラブ創立２０周年記念例会が、

留学生を含め５３名の参加者の中開催されました。 
 和田早苗さんの奏楽の後、林恵美子会長の開会宣言と点鐘、開会のあいさつの後、宇都宮垂穂なんによる、聖書

朗読・メッセージに続き、入江保夫メンによる開会祈祷がありました。高瀬稔彦西日本区理事・塚理中西部部長・

岩坂正雄（大阪河内クラブ）氏による祝辞のあと、石橋ルキ大阪クラブ会長による、食前感謝で食事をとりながら、

「クラブ２０周年の歩み」のスライドショウを見ました。つづいて、セントラルクラブと縁が深い、奈良昭彦氏、

工藤義正氏、丸尾欽造氏、則武秀尚氏にクラブ創設に至る生い立ちなどの紹介がありました。 
 第二部になり、いよいよ留学生七名による、流暢な日本語で「私の見た日本」「私に夢をくれた先生」「ボランテ

イア活動を通して見た日本人」、「私の見た日本人」「やっぱり日本が好き」「頑張れ、楽しい、そしてお疲れ様」の

題目でそれぞれ、日本でのちょっとした感動や、今からの人生を決定づける体験など大変 感性豊かに語ってくだ

さいました。 
 留学生の国籍は、コートジボアール・台湾・韓国・カンボジア・香港・中国・フィジーと大変多彩でした。また、

参席者全員が七名のうち、最優秀者一人だけを選択するアンケート形式でしたが、発題者全員がすばらしく甲乙つ

けがたい状況でした。 
 結果は、フィジーからの女学生でした。彼女は将来、貿易商を経営したいとの事でした。また、なかには政治家

になりたいとの留学生もあり、大変楽しくも、頼もしい限りのスピーチコンテストでした。 
 表彰と留学生への記念品の贈呈、留学生会長からのお礼の言葉、ＹＭＣＡの歌のあと、林会長により閉会宣言と

点鐘により、意義深い記念例会を終えました。セントラルクラブの継続的な留学生支援が、多面にわたり実を結ん

でいることを確認できた思いでした。 
 大阪クラブからは、石橋会長、清水次期中西部部長、そして私の参加でした。    

 

【２０１４年第２回聴覚障がい（ＨＨ）基金運営拡大委員会議事録】  藤岡宏樹 

日 時：２０１４年３月６日（木）１９:００～２０:３０ 

場 所：大阪ＹＭＣＡ会館 ５階ライブラリー 

出席者：（大阪クラブ）石橋会長・北村・條・村井・牟メン・藤岡連絡主事（基金運営副委員長 司会進行） 

   （ＨＨリーダー会・通訳士）西村会長・伊田（通訳士）・高土・櫻木・小山さん 

協議事項：                  司会進行：藤岡連絡主事 

１． 募集要項について 

ポスター並びに募集要項についてリーダーより説明があり、参加者の選抜は以下の通りとした。 

・ 先ず、ポスターを作製し、依頼できる協力団体(＊別紙参照)に持参し、4 月新学期直後から張り出してい

ただく。 

・ 3/21（金・祝)に実施されるデフ・サポートのフリーマーケットにて配布する簡単なチラシを先ず作成し、

次回印刷する。 

・ 募集要項は、もう少し詳細が分かってからの作成とする。(4 月初旬には完成させておく) 

・ 参加者は、ダブル障がいがある場合が想定されるため、海外でのキャンプということもあり、事前の面接

を必ず実施する。対応は、條さん、西村さん、高土さん、藤岡が中心に実施する。(＊団体行動が取れ、自

分の名前をローマ字で標記できること、身の回りのことが、自分でできること、など、前回も実施した通

りとする。) 

２． 募集依頼について 

別紙資料に基づき、藤岡より説明がなされた。（＊別紙参照） 
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また、支援金については、大阪ワイズメンズクラブＨＨ基金、チャリティーラン・クリスマス献金、 

他、指定献金を募ると共に、有効な献金募集があれば依頼する。 

３． 今後の予定について 

・ ポスター及び要項完成：3月末 

・ 募集開始：4 月上旬 ＊各学校関係始業式後とする。 

・ 募集締め切り：5月末 

・ 六甲 1泊事前研修会：6月末実施する。 

次回は、3／20（火）19 時より、5階ライブラリーにて実施することを確認し、散会した。 

 

【２０１４年第３回聴覚障がい（ＨＨ）基金運営拡大委員会議事録】  藤岡宏樹 

日 時：２０１４年３月１７日（月）１９:００～２０:３０ 

場 所：大阪ＹＭＣＡ会館 ５０４教室 

出席者：（大阪クラブ）石橋会長・北村・五条・條・村井・牟メン・藤岡連絡主事（基金運営副委員長 司会進行） 

   （ＨＨリーダー会・通訳士）西村会長・万波（通訳士）・高土・櫻木・小山さん 

協議事項： 

１．ポスターについて 

リーダーより説明があり、以下の通りとした。 

・ 今回のポスターは、3/21（金・祝)に実施されるデフ・サポートのフリーマーケットにて配布するチラシ(500

部印刷、A4 サイズ)とし、各学校や協力団体にて貼り出してもらう物は、4月初旬には完成させる。(A3 サ

イズ) 

・ キャッチコピー的なものを出し、インパクトを与えること。今回は、｢Stand on a gate｣とし、その前に｢さ

あ、今、ここから始めよう!!｣の添え書きをすることで、イメージを持ってもらうこととした。 

・ また、インターナショナルキャンプであることを表現することとした。 

・ ポスターについては、メールで配信し、協議勧めることとする。 

２．募集依頼について 

前回の資料を見直した別紙資料に基づき、藤岡より説明があり、4 月上旬のポスターと参加要項の郵送先を

確認した。また、訪問手渡しの担当を決めた。 

３．今後の予定について 

・ ポスター及び要項完成：3月末～4月初旬（ＨＨリーダーより原案) 

・ 募集開始：4 月上旬 ＊案内送付と訪問依頼 

・ 募集締め切り：5月末 

・ 六甲 1泊事前研修会：6月末実施 ＊現在日程調整中 

次回は、4／7（月）19 時より、504 教室にて実施することを確認し、散会した。 

 

【ＨＨリーダー会からのフリーマーケット出店報告】   ＨＨリーダー会 

こんばんは。 

２１日連休初日に南港にて大きな規模であるフリマ王国に出店しました。物品も引越しする２家庭から沢山頂き、

大きなワゴンでもパンパン。朝７時半から搬入を始め、１０時開店ギリギリまで狭いブースにどれだけ見映えよく

沢山見せることができるか、あれこれ工夫しながら準備にバタバタ。まだ準備段階からこれ売ってくれと注文もあ

ったり、かなりまけてもおまけにこれもつけてね！と必死に交渉して来るおばさんたち、ビラを見てキャンプもい

い企画だね～。頑張って！と声かけてくれたり、隣のブースのおばさんからもにぎやかね。いかがですか～？って
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応援してくれたり、いろんな話を交わすことができた有意義な一日でした。 

売り上げ目標三万をちょっと超えて３０，３８０円でした。 

 リーダー会一同より御礼申し上げます。ありがとうございます。 

 あと、キャンプのポスター仕上げがまだ残っています。 

今夜、梅田のカフェで作成する予定です。 
 

【ＹＭＣＡニュース】 

☆２０１４年度大阪ＹＭＣＡ基本方針・年間聖句・年間讃美歌 

  ２０１４年度基本方針 

   「変革とチャレンジ！ ユースと共に」 

  ２０１４年度年間聖句 

   「赦し合いなさい。主があなたがたを赦してくださったように」（コロサイの信徒への手紙３章１３節） 

  ２０１４年度年間讃美歌 

   讃美歌２１―５６６番 「むくいを望まで」 

☆第２５２回大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会 

   日時…２０１４年４月１８日（金） ７:３０～８:３０ 

   場所…大阪ＹＭＣＡ会館 １０階 チャペル 

   証し…古澤 秀利さん(高槻聖マリア教会 執事) 

☆２０１４年度予定 

 ・大阪ＹＭＣＡ創立記念礼拝：６月７日（土） 

 ・チャリティーラン：１０月１３日（祝） 

 ・世界ＹＭＹＷ合同祈祷週：１１月（大阪ＹＭＣＡ担当） 

 ・大阪ＹＭＣＡ大会：１１月２９日（土） 

 

【今後の行事予定】 

今後の行事は、次のとおりです。積極的な参加をお願いします。 

１．京都キャピタルクラブ３０周年記念例会・・４月５日（土） 

２．第１７回西日本区大会・・６月１４日（土）～１５日（日） 於：シンフォニアいわくに 

３．和歌山紀の川クラブ３０周年記念例会・・７月６日（日） 

参加希望者は、牟 大盛書記宛（090-8195-0914 fax 06-7397-3337）ご連絡ください。 

 

【ＣＳより】 

献品は下記住所にお願いします。 

「釜ヶ崎いこいの家」 〒557－0004 大阪市西成区萩之茶屋２－５－２３  ℡：（06）6631-2169 

 

【編集後記】 
桜の季節です。桜狩りという言葉があるようです。紅葉狩り、蛍狩りは、よく使われますが、桜は、花見というの

が一般的です。狩りというのは、探し歩く、訪ね求めるということから、座り込んでいる花見は、桜狩りとはいえ

ないと言われています。また、桜の木の根元に座り込んでは、木を痛めることになりますので、桜の木に対する配

慮も欠かせません。兎にも角にも春を楽しみましょう。（編集委員：松原伸幸） 


